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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示素子を用いて画像を表示する表示装置を製造する方法であって、
　ガラス基板の第１面を、弗化水素を含む水溶液に曝し、
　前記ガラス基板の前記第１面上に、前記第１面に直に接して、極性基を有する有機樹脂
膜を形成し、
　前記有機樹脂膜上に前記表示素子を含む層を形成する
　ことを特徴とする表示装置の製造方法。
【請求項２】
　前記表示素子を含む前記層を形成した後に、前記ガラス基板側から前記有機樹脂膜に対
して光を照射し、
　前記光を照射した後に、前記ガラス基板を前記有機樹脂膜から剥離することを特徴とす
る請求項１に記載の表示装置の製造方法。
【請求項３】
　前記表示素子を含む層を形成するときには、熱処理が施され、
　前記熱処理の後に、前記ガラス基板側から前記有機樹脂膜に対して光を照射し、
　前記ガラス基板を前記有機樹脂膜から剥離することを特徴とする請求項１に記載の表示
装置の製造方法。
【請求項４】
　前記有機樹脂膜はポリイミドを含むことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか
に記載の表示装置の製造方法。
【請求項５】
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　前記表示素子を形成するときに、少なくとも３００℃以上の熱処理が施されることを特
徴とする請求項４に記載の表示装置の製造方法。
【請求項６】
　前記表示素子を含む前記層を形成した後に、前記表示素子を覆うように対向基板を貼り
合わせることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の表示装置の製造方法
。
【請求項７】
　前記表示素子を含む前記層を形成した後に、前記表示素子を覆うように対向基板を貼り
合わせ、
　前記対向基板を貼り合せた後に、前記ガラス基板側から前記有機樹脂膜に対して光を照
射することを特徴とする請求項２に記載の表示装置の製造方法。
【請求項８】
　前記光を照射した後に、前記表示素子を覆うように対向基板を貼り合わせ、
　前記対向基板を貼り合せた後に、前記ガラス基板を前記有機樹脂膜から剥離することを
特徴とする請求項３に記載の表示装置の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一態様は、表示素子を用いて画像を表示する表示装置を製造する方法であって
、ガラス基板の第１面を、弗化水素を含む水溶液に曝し、前記ガラス基板の前記第１面上
に、前記第１面に直に接して、極性基を有する有機樹脂膜を形成し、前記有機樹脂膜上に
前記表示素子を含む層を形成することを特徴とする。
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